
国有林野事業の取組

草
本
類
な
ど
の
消
失
や
、
中
・
上
層
木
の
枯

死
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す︵
写
真

2
、
3
︶。

　
そ
の
結
果
、
屋
久
島
の
よ
う
な
貴
重
な
生

態
系
が
残
る
地
域
に
お
い
て
も
、
生
育
す
る

植
物
の
単
純
化
な
ど
、
生
物
多
様
性
の
保
全

に
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

被
害
に
よ
る
森
林
の
劣
化
に
よ
り
、
土
砂
流

出
等
の
危
険
性
も
高
ま
る
な
ど
、
国
土
保
全

の
観
点
か
ら
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
シ
カ
被
害
へ
対
応
す
る
た
め

に
は
、
捕
獲
に
よ
る「
個
体
数
管
理
」、
防
護

柵
等
の
設
置
を
行
う「
被
害
の
防
除
」、
緩
衝

帯
の
整
備
等
の「
生
息
環
境
管
理
」を
組
み
合

わ
せ
、
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
特
に
、
シ
カ
被
害
の
抜
本
的
な

解
消
の
た
め
に
は「
個
体
数
管
理
」が
重
要
と

地域と連携した
シカ被害対策の取組

　
九
州
で
は
、
近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ︵
以

下
、「
シ
カ
」と
い
う
。︶の
生
息
数
の
増

加
及
び
生
息
域
の
拡
大
を
背
景
と
し
て
、

シ
カ
に
よ
る
農
林
業
へ
の
被
害
が
年
々

拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
カ
の
食

害
に
よ
り
、
森
林
が
劣
化
す
る
場
合
も

見
ら
れ
、
生
物
多
様
性
や
国
土
の
保
全

の
点
か
ら
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
シ
カ
に
よ

る
林
業
被
害
と
森
林
環
境
へ
の
悪
影
響

に
対
処
す
る
た
め
、
シ
カ
被
害
対
策
を

重
点
課
題
と
位
置
づ
け
、
様
々
な
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
れ

ら
取
組
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

写真１

シ
カ
の
生
息
状
況
と
被
害
へ
の
対
応

　
近
年
、
全
国
的
に
シ
カ
の
生
息
域
が
拡
大

し
て
お
り
、
九
州
に
お
い
て
は
、
シ
カ
の
生

息
域
は
、
1
9
7
8
年
か
ら
2
0
0
3
年
の

25
年
で
1
．
5
倍
以
上
に
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
生
息
頭
数
は
、
27
万
頭
以
上
と
言
わ

れ
、
適
正
頭
数
と
さ
れ
る
約
4
．
7
万
頭
の

5
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
息
域
の
拡
大
等
に
伴
い
、
シ
カ
に
よ
る

農
林
業
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
林
業

関
係
で
は
、
食
害
に
よ
り
苗
木
の
枯
死
や
木

材
価
値
の
低
下
と
い
っ
た
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
被
害
は
人
工
林
の
み
な
ら
ず

天
然
林
に
も
及
ん
で
お
り
、
林
内
の
低
木
・

九州森林管理局

な
っ
て
い
ま
す
。

  

従
来
シ
カ
の
個
体
数
管
理
は
、
狩
猟
を
通

じ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
狩
猟

者
の
減
少
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
よ
り

効
率
的
な
捕
獲
方
法
を
開
発
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
シ
カ
は
、
農
地
と
森
林
、

行
政
区
界
等
に
ま
た
が
っ
て
生
息
し
て
い
る

た
め
、
関
係
者
が
連
携
し
て
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
九
州
森
林
管
理
局

で
は
、
新
た
な
捕
獲
技
術
の
開
発
・
普
及
や

地
域
関
係
者
と
連
携
し
た
対
策
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

写真３
シカ被害により荒れた森林

熊本森林管理署と関係者による協定調印式

シカによる樹皮の食害

写真２

捕
獲
技
術
の
開
発
・
普
及

1
．
巾
着
式
あ
み
は
こ
わ
な

　
九
州
森
林
管
理
局
の
森
林
技
術
・
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
新
た
な
捕
獲
猟
具
で
あ
る
、
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写真４

お
わ
り
に

　
今
回
紹
介
し
ま
し
た
取
り
組
み
以
外
に
も
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
地
域
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
シ

カ
被
害
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
関
係
者
と
連
携
し
た

シ
カ
の
個
体
数
管
理
の
取
組

1
．
森
林
・
林
業
関
係
者
と
連
携
し
た
取
組

　
シ
カ
は
広
域
的
に
生
息
し
て
お
り
、
地
域

を
ま
た
い
だ
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
広
域
で
の
関
係
者
間
の
連
携
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
福
岡
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿

児
島
の
各
県
と
連
携
し
、「
九
州
シ
カ
広
域

一
斉
捕
獲
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

秋
と
春
に
一
斉
捕
獲
期
間
と
一
斉
捕
獲
日
を

設
定
し
、
各
県
ご
と
で
は
対
応
の
難
し
い

県
境
な
ど
に
お
い
て
、
集
中
的
に
シ
カ
の
捕

獲
を
行
う
も
の
で
す
。
国
有
林
で
は
、
一
斉

捕
獲
日
に
は
林
道
の
ゲ
ー
ト
を
開
放
し
、
入

林
禁
止
区
域
を
設
け
な
い
な
ど
の
対
応
を
し

て
お
り
、
平
成
25
年
度
秋
期
の
一
斉
捕
獲
日

（
3
日
間
）を
含
む
一
斉
捕
獲
期
間（
15
日
間
）

に
、
1
，
5
3
8
頭
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
熊
本
、
宮
崎
北
部
、
鹿
児
島
及
び

屋
久
島
の
各
森
林
管
理
署
で
は
、
地
元
市
町

村
・
猟
友
会
等
と
被
害
対
策
の
た
め
の
協
定

を
締
結
し
、
国
有
林
へ
の
入
林
手
続
き
の
簡

素
化
や
わ
な
の
貸
し
出
し
等
、
地
域
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す︵
写
真

1
︶。

２
．
九
州
農
政
局
等
と
連
携
し
た
取
組

　
シ
カ
は
、
森
林
を
ね
ぐ
ら
と
し
、
農
地
を

餌
場
と
し
て
行
き
来
し
て
お
り
、
森
林
と
農

地
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
個
別
に
対
策
を
行
う
こ

と
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
森
林
と
農
地
の

「
巾
着
式
あ
み
は
こ
わ
な
」の
開
発
・
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す︵
写
真
4
︶。　

　
こ
の
わ
な
は
、
シ
カ
が
入
る
と
バ
ネ
仕
掛

け
で
入
り
口
が
巾
着
状
に
閉
ま
り
、
同
時
に

網
が
落
ち
て
シ
カ
の
動
き
を
制
御
す
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
来
の
鋼
鉄
製
の
わ

な
は
、
約
10
万
円
と
高
価
な
上
、
重
た
く
設

置
場
所
が
限
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、「
巾
着

式
あ
み
は
こ
わ
な
」は
、
獣
害
防
止
ネ
ッ
ト

を
再
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
約
5
千
円

と
安
価
で
、
軽
い（
重
さ
約
5
㎏
）た
め
設
置

が
容
易
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
巾
着
式
あ
み
は
こ
わ

な
」の
普
及
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
24

年
度
か
ら
25
年
度
に
か
け
て
、
38
会
場
延
べ

約
2
，
5
0
0
人
の
県
・
市
町
村
・
猟
友

会
・
農
林
業
関
係
者
に
対
し
、
説
明
会
を
開

催
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
内
で
の

シ
カ
の
捕
獲
に
お
い
て「
巾
着
式
あ
み
は
こ

わ
な
」の
活
用
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
結
果

や
関
係
者
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き

改
良
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
．
誘
引
狙
撃
法

　

シ
カ
の
新
た
な
捕
獲
技
法
と
し
て
、「
誘

引
狙
撃
法
」の
実
証
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
誘
引
狙
撃
法
」と
は
、
餌
の
少
な
い
冬

場
に
、
給
餌
に
よ
り
シ
カ
を
誘
引
し
て
狙
撃

す
る
銃
猟
の
こ
と
で
あ
り
、
北
海
道
や
本

州
の
一
部
で
取
り
組
ま
れ
、
高
い
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
が
、
九
州
で
は
、
冬
で
も
餌
資

源
が
多
く
、
い
か
に
シ
カ
を
誘
引
す
る
か
が

課
題
で
す︵
写
真
５
︶。
九
州
森
林
管
理
局
で

は
、
こ
の
手
法
に
つ
い
て
、
九
州
で
の
実
用

に
向
け
て
、
大
分
県
内
の
国
有
林
に
お
い

て
、
試
行
的
な
捕
獲
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
に
誘
引
で
き
た

箇
所
が
10
箇
所
中
２
箇
所
だ
っ
た
も
の
が
、

平
成
25
年
度
は
８
箇
所
に
増
え
る
な
ど
、
誘

引
に
つ
い
て
は
一
定
の
成
果
が
で
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
捕
獲
時
に
警
戒
さ
れ
た
り
、

誘
引
期
間
中
の
雪
の
た
め
、
シ
カ
の
出
現
が

確
認
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
課
題
も
生
じ
て

い
ま
す
。
今
後
、
現
状
を
的
確
に
分
析
し
、

地
域
に
応
じ
た
効
率
的
な
手
法
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

写真６

写真５

関
係
者
が
密
接
に
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
九
州
農
政
局
と
連
携
し
、
熊

本
県
・
大
分
県
・
宮
崎
県
に
ま
た
が
る
高
森

町
・
竹
田
市
・
高
千
穂
町
を
モ
デ
ル
地
域
に

設
定
し
、
地
元
の
農
林
業
関
係
者
か
ら
な
る

広
域
協
議
会
等
と
と
も
に
、
地
域
の
実
態
・

要
望
等
を
把
握
し
、
課
題
や
対
応
策
の
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す︵
写
真
6
︶。

　
こ
れ
ま
で
、
広
域
協
議
会
の
検
討
会
に
お

い
て
、
森
林
管
理
署
等
に
よ
る
捕
獲
技
術
の

紹
介
や
、
合
同
現
地
調
査
等
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
シ
カ
被
害
対
策
の
た
め
の
協

定
の
締
結
や
、
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
、
被

害
を
防
止
す
る
た
め
の
新
技
術
の
導
入
・
実

証
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

九州農政局等との合同現地調査

給餌により誘引されたシカ

巾着式あみはこわなに近づくシカ
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